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　ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

霍
田
成
弘

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご

清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素

は
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
五
月

十
六
日
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
を
経
て
、
令
和
元
年
度

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
伝
統
あ
る
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
の
会
長
と

い
う
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
、
責
任
の
重
さ
を
感

じ
て
お
り
ま
す
が
、
役
員
の
方
々
と
一
緒
に
力

を
合
わ
せ
て
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
更
な
る
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

「
令
和
」
と
い
う
新
し
い
時
代
を
迎
え
ま
し

た
が
、
少
子
高
齢
化
や
進
学
・
就
労
に
関
わ
る

問
題
・
雇
用
形
態
の
多
様
化
に
よ
る
若
者
の
離

職
率
の
増
加
な
ど
、
子
供
た
ち
を
取
り
巻
く
社

会
環
境
は
大
き
く
変
化
し
、
価
値
観
も
多
様
化

し
て
い
ま
す
。
こ
の
様
な
大
変
厳
し
い
状
況
の

中
で
、
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
が
、
豊
か
な
社

会
性
と
優
れ
た
想
像
力
を
養
い
、
自
ら
責
任
を

持
っ
て
行
動
出
来
る
人
間
と
し
て
成
長
し
て
い

く
と
い
う
事
は
、
子
供
た
ち
に
関
わ
る
全
て
の

人
の
共
通
の
願
い
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
の
心
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
元
テ

ニ
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
松
岡
修
造
さ
ん
が
、
現
役

の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
向
か
っ
て
よ
く
言
わ
れ
て

い
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。
そ
れ
は
「
真
剣
で

あ
っ
て
も
、
深
刻
に
な
る
な
」
と
い
う
ア
ド
バ

イ
ス
で
す
。「
真
剣
」
と
「
深
刻
」
は
語
感
は

似
て
い
ま
す
が
、
両
者
は
ま
っ
た
く
違
い
ま

す
。「
自
分
は
も
う
駄
目
だ
」
と
深
刻
に
悩
み

始
め
る
と
、
努
力
を
す
る
こ
と
を
止
め
、
や
が

て
無
気
力
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
う
な
る
前

に
気
持
ち
を
プ
ラ
ス
に
切
り
替
え
て
「
苦
境
か

ら
抜
け
出
す
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
」
を

真
剣
に
考
え
る
べ
き
だ
と
い
う
の
で
す
。
つ
ま

り
マ
イ
ナ
ス
思
考
を
プ
ラ
ス
思
考
に
転
換
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
大
き
な
成
長
に
繋
げ
る

こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。

　

子
供
た
ち
が
発
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
真
摯
に

受
け
止
め
、
そ
れ
に
対
し
て
一
つ
一
つ
真
剣
に

応
え
て
い
く
。
そ
れ
が
学
校
・
保
護
者
に
求
め

ら
れ
る
姿
勢
だ
と
思
い
ま
す
。
一
人
で
不
安
や

問
題
を
抱
え
込
ま
ず
、
先
生
方
や
周
り
の
人
々

の
助
け
を
借
り
な
が
ら
、
子
供
た
ち
に
向
き

合
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
一
同
、
こ
の
大
府
東

高
校
に
「
通
っ
て
よ
か
っ
た
。
通
わ
せ
て
よ

か
っ
た
。」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
子

供
た
ち
の
た
め
の
よ
り
良
い
教
育
環
境
作
り
、

大
府
東
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ら
で
は
の
学
び
の
場
作
り
を

目
指
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
会
員
の
皆

様
の
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
の
積
極
的
な
参
加
と
、
様
々
な
機

会
で
の
率
直
な
ご
意
見
や
考
え
を
聞
か
せ
頂
く

こ
と
も
お
願
い
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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令
和
元
年
度

　Ｐ
Ｔ
Ａ
事
業
計
画

                               

１　

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会　

五
月
十
六
日
（
木
）

２　

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
会
・
支
部
委
員
会
・
委
員
会
等

　

①　

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
会

　
　

第
一
回　

六
月
十
一
日
（
火
）

　
　

第
二
回　

九
月
二
十
七
日
（
金
）

　
　

第
三
回　

一
月
二
十
四
日
（
金
）

　
　

第
四
回　

三
月
二
十
七
日
（
金
）

　

②　

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
・
支
部
委
員
合
同
会
議

　
　

第
一
回　

六
月
十
一
日
（
火
）

　
　

第
二
回　

三
月
二
十
七
日
（
金
）

　

③　

Ｐ
Ｔ
Ａ
委
員
会

　
　

第
一
回　

六
月
十
一
日
（
火
）

　

実
践
活
動

　
　

進
路
指
導
委
員
会

　
　
　

校
外
研
修
会　

六
月
二
十
七
日
（
木
）

　
　
　

第
二
回
委
員
会　

三
月
二
十
七
日（
金
）

　
　

生
徒
指
導
委
員
会

　
　
　

職
員
合
同
校
外
指
導
（
一
回
）

　
　
　

職
員
合
同
交
通
指
導
（
三
回
）

　
　

環
境
整
備
委
員
会

　
　
　

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
の
植
栽（
年
二
回
）

　
　

総
務
委
員
会

　
　
　

九
月
十
日
（
火
）

　
　

国
際
交
流
委
員
会

　
　
　

物
品
販
売
実
施
（
文
化
祭
）

　
　

文
化
委
員
会

　
　
　

文
化
祭
で
の
催
し
物

３　

研
修
会
・
大
会
等

　

①　

知
多
地
区
高
Ｐ
連
協
議
会

　
　
　
　

五
月
七
日
（
火
）　

半
田
市

一
学
期
を
振
り
返
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

校 

長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
井
善
和

　

二
一
六
名
の
新
入
生
を
迎
え
、
総
勢
六
八
一

名
の
生
徒
で
ス
タ
ー
ト
し
た
平
成
三
十
一
年
度

も
、
早
一
学
期
を
終
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
間
に
年
号
が
変
わ
り
、
五
月
か
ら
は
令
和

元
年
度
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
会
報
が
発
行
さ

れ
る
七
月
に
は
、
三
ヶ
月
以
上
が
経
っ
て
い
る

わ
け
で
す
が
、
お
子
様
の
様
子
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
特
に
新
入
生
は
、
も
う
す
っ
か
り

高
校
生
ら
し
く
な
り
、
勉
強
に
部
活
動
に
し
っ

か
り
取
組
ん
で
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

日
々
の
教
育
活
動
が
順
調
に
行
え
る
の
も
、

日
頃
か
ら
の
保
護
者
の
皆
様
の
、
本
校
の
教
育

活
動
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
そ
の
支
援
を
頂
い
て
い
る
も
の
の
一

つ
に
部
活
動
が
あ
り
ま
す
が
、
運
動
部
に
所
属

す
る
多
く
の
三
年
生
の
区
切
り
と
な
る
こ
の
春

の
総
合
体
育
大
会
地
区
予
選
会
で
は
、
多
く
の

部
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
、
素
晴

ら
し
い
成
績
を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。
団
体
で

は
、
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
と
サ
ッ
カ
ー
部
の

地
区
優
勝
を
始
め
、
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
の
準
優
勝
、
ま
た
男
子
陸
上
競
技
部
の
第
三

位
な
ど
、
上
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
個
人
で
の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
、
柔
道
も
含
め
多
く
の
生
徒
が
、
県
大
会
へ

の
出
場
を
果
た
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

県
大
会
で
は
私
学
等
の
強
豪
校
と
も
対
戦
す

る
中
、
知
多
地
区
の
代
表
に
ふ
さ
わ
し
い
健
闘

を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
ど
の
部
も
、
見
て
い

る
側
も
熱
く
な
る
素
晴
ら
し
い
闘
い
ぶ
り
の

中
、
陸
上
競
技
部
の
三
年
生
伊
藤
嘉
基
君
が
八

種
競
技
で
見
事
第
二
位
と
な
り
、
東
海
大
会
へ

の
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。
部
と
し
て
は
昨
年

に
引
き
続
い
て
の
東
海
大
会
出
場
で
す
。
本
当

に
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。

　

結
果
の
善
し
悪
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
お
子
様

達
は
部
活
動
を
通
じ
て
多
く
の
大
切
な
こ
と
を

学
ん
で
い
ま
す
。
時
に
苦
く
悔
し
い
経
験
も
あ

る
か
と
は
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
も
貴
重
な
体
験

で
す
。
一
生
懸
命
や
っ
た
こ
と
は
必
ず
や
そ
の

後
の
人
生
に
、
大
き
な
財
産
と
な
り
ま
す
。
学

校
と
し
ま
し
て
は
、
部
活
動
が
過
度
な
負
担
に

な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
つ
つ
、
今
後
も
充
実
し

た
活
動
を
工
夫
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
で
三
十
四
年
目
を
迎
え
る
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
エ
ル
ウ
ッ
ド
カ
レ
ッ
ジ
と
の
姉
妹
校

交
流
に
つ
い
て
は
、
今
回
は
短
期
交
流
が
派
遣

の
年
と
い
う
こ
と
で
、
七
月
三
十
日
か
ら
八
月

七
日
ま
で
の
九
日
間
の
日
程
で
、
十
三
名
の
生

徒
と
四
名
の
引
率
者
で
訪
問
し
て
参
り
ま
す
。

本
校
の
伝
統
行
事
と
し
て
の
重
み
も
感
じ
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
必
要
な
国
際
感
覚
豊

か
な
人
材
の
育
成
を
目
指
し
、
有
意
義
な
交
流

活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
短
期
派
遣

に
先
立
ち
、
四
十
日
間
の
長
期
派
遣
生
と
し

て
、
現
在
三
名
の
生
徒
が
滞
在
中
で
す
。
ど
ち

ら
も
、
一
段
と
成
長
し
た
姿
で
帰
国
報
告
を
し

て
く
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

落
ち
着
い
た
学
校
生
活
を
送
る
中
、
生
徒
は

学
習
や
部
活
動
、
そ
し
て
学
校
行
事
に
と
、
本

当
に
よ
く
取
組
ん
で
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
活

動
の
様
子
等
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
紹
介
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

　

去
る
五
月
十
六
日
（
木
）、
本
校
体
育
館

に
お
い
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
当
日
の
出
席
者
は
二
一
〇
名
（
委
任
状

四
八
一
）
で
し
た
。

　

総
会
は
、
笹
田
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
平

成
三
十
年
度
事
業
報
告
、
会
計
決
算
、
監
査
報

告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
令
和
元
年
度
役
員
改
選
が
行
わ

れ
、
承
認
後
、
霍
田
新
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
新
役
員
の
方
か
ら
令
和
元
年

度
事
業
計
画
、
会
計
予
算
案
が
提
示
さ
れ
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
、
笹
田
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
十
二
名

の
役
員
の
方
々
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
、
終
了
し

ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
、
学
年
ご
と
に
会
場
を
設
定

し
、
学
年
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。
第
一
学
年

は
「
高
校
生
活
の
適
応
に
つ
い
て
」
学
年
主
任

お
よ
び
各
分
掌
の
担
当
か
ら
話
を
し
ま
し
た
。

第
二
学
年
は
「
二
年
生
の
生
活
・
学
習
と
修
学

旅
行
に
つ
い
て
」
学
年
主
任
お
よ
び
修
学
旅
行

担
当
か
ら
話
を
し
ま
し
た
。
第
三
学
年
は
「
生

活
・
進
路
に
つ
い
て
」
学
年
主
任
お
よ
び
各
分

掌
の
担
当
、
進
路
指
導
主
事
か
ら
話
を
し
ま
し

た
。
懇
談
会
へ
も
多
く
の
保
護
者
の
方
の
参
加

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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令和元年度 ＰＴＡ常任役員および委員会
役 職 名 氏　　名 委員会

会　　　長 霍　田 成　弘 全委員会総括

副　会　長 小　崎 義　弘 委員会総括

副　会　長 五十嵐 香　代 委員会総括

書　　　記 福　田 智　美 進路指導委員

書　　　記 金　原 未　来 国際交流委員

会　　　計 太　田 愛　子 文化委員

会　　　計 髙　橋 佳　代 総務委員

監　　　査 鈴　木 志　穂 環境整備委員

監　　　査 深　谷 由　樹 生徒指導委員

顧　　　問 笹　田 栄　治 全委員会総括

令和元年度 ＰＴＡ支部役員および委員会
大府北支部 氏　　名 委員会
支 部 長 板　東 陽　子 進路指導委員長
副支部長 太　田 愛　子 文化委員
支部委員 新　美 　　桂 文化委員
支部委員 安　藤 由　貴 環境整備委員
支部委員 渡　邊 順　子 生徒指導委員
支部委員 伊　藤 薫　子 国際交流委員

知多支部 氏　　名 委員会
支 部 長 久　米 奈　穂 環境整備委員長
副支部長 濱　　 典　子 生徒指導副委員長
支部委員 鈴　木 　　恵 環境整備委員
支部委員 松　浦 砂　織 国際交流委員
支部委員 尾　﨑 裕　子 進路指導委員

　

②　

Ｐ
Ｔ
Ａ
指
導
研
修
会

　
　
　
　

五
月
三
十
一
日
（
金
）

　
　
　
　
　

愛
知
県
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー

　

③　

東
海
地
区
高
Ｐ
連
岐
阜
大
会

　
　
　
　

六
月
十
四
日
（
金
）

　
　
　
　
　

長
良
川
国
際
会
議
場

　

④　

全
国
高
Ｐ
連
京
都
大
会

　
　
　
　

八
月
二
十
二
日（
木
）
二
十
三
日（
金
）

　
　
　
　
　

京
都
市
勧
業
み
や
こ
め
っ
せ
他

　

⑤　

知
多
地
区
高
Ｐ
連
研
究
集
会

　
　
　
　

十
月
十
八
日
（
金
）

　
　
　
　
　

武
豊
町
民
会
館
ゆ
め
た
ろ
う
プ
ラ
ザ

４　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
﹃
冬
青
﹄
発
行
（
三
回
）

　
　
　

第
百
九
号　

七
月
十
二
日
（
金
）

　
　
　

第
百
十
号　

十
二
月
十
六
日
（
月
）

　
　
　

第
百
十
一
号　

二
月
二
十
六
日
（
水
）

　

二
年
四
組 

ジ
ダ
パ
ー
・
テ
イ
ン
ナ
ナ
ン

　
　

こ
ん
に
ち
は
�
私
は
タ
イ
か
ら
来
ま

し
た
ジ
ダ
パ
ー
・
テ
イ
ン
ナ
ナ
ン
と
申

し
ま
す
。「
よ
う
こ
」
と
よ
ん
で
く
だ
さ

い
。
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｂ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
学
校
の
学
生
で

す
。
数
学
と
科
学
を
主
に
勉
強
し
て
い
ま

す
。
休
み
の
日
は
写
真
を
撮
っ
た
り
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
し
た
り
、
友

達
と
お
出
か
け
し
ま
す
。
タ
イ
の
生
徒
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
と
て

も
ち
が
い
ま
す
。
学
校
と
は
べ
つ
に
た
く
さ
ん
の
教
科
書
を
読
ん
だ

り
と
く
べ
つ
な
先
生
の
じ
ゅ
ぎ
ょ
う
を
う
け
た
り
、
た
く
さ
ん
勉
強

し
て
い
ま
す
。
日
本
の
生
徒
は
学
校
が
お
わ
っ
て
か
ら
ぶ
か
つ
に
行

き
ま
す
。
私
は
と
て
も
良
い
せ
ん
せ
い
と
友
達
に
で
会
い
ま
し
た
。

か
れ
ら
は
、
私
が
こ
ま
っ
て
い
る
時
に
い
つ
も
た
す
け
て
く
れ
ま

す
。
私
は
幸
せ
。
私
に
と
っ
て
面
白
い
で
す
。
私
は
タ
イ
と
日
本
の

違
う
ぶ
ん
か
や
こ
と
ば
を
学
で
い
ま
す
。
新
し
い
こ
と
を
学
び
、
で

き
る
こ
と
が
ふ
え
て
い
っ
て
い
ま
す
。
一
年
は
短
い
け
ど
日
本
で
す

ご
す
一
年
は
私
の
人
生
の
中
で
と
て
も
い
み
の
あ
る
一
年
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
な
の
で
こ
れ
か
ら
す
ご
す
時
間
を
大
切
に
す
ご
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
友
達
と
た
く
さ
ん

の
よ
い
お
も
い
で
が
で
き
る
よ
う

に
楽
し
み
た
い
で
す
。
よ
う
こ 

♡

大府支部 氏　　名 委員会
支 部 長 久　野 清　美 総務委員長
副支部長 中　村 有　起 環境整備副委員長
支部委員 風　間 睦　子 総務委員
支部委員 清　水 貴美枝 進路指導委員
支部委員 亀　井 由　美 生徒指導委員
支部委員 辻　井 恵　子 国際交流委員
支部委員 長　谷 　　瞳 生徒指導委員

大府西南支部 氏　　名 委員会
支 部 長 久保田 恭　子 生徒指導委員長
副支部長 荒　谷 典　子 国際交流副委員長
支部委員 阪　堂 美　香 環境整備委員
支部委員 大久保 英　知 進路指導委員
支部委員 山　口 晴　美 文化委員
支部委員 大　塚 里　佳 生徒指導委員
支部委員 小　椋 和　美 環境整備委員
支部委員 石　森 亜　紀 総務委員

名南東支部 氏　　名 委員会
支 部 長 西　尾 みどり 進路指導委員
副支部長 近　藤 清　美 文化副委員長
支部委員 市　川 真由美 国際交流委員長
支部委員 井　上 由　紀 総務副委員長
支部委員 岸　本 宣　代 環境整備委員
支部委員 内　田 弥　生 文化委員
支部委員 木　原 里　美 生徒指導委員

三河支部 氏　　名 委員会
支 部 長 稲　垣 美　香 文化委員長
副支部長 黒　田 真由美 国際交流委員
支部委員 小　阪 夏津記 文化委員
支部委員 山　本 和　美 進路指導副委員長
支部委員 田　村 真里子 総務委員
支部委員 日比野 美　紀 文化委員
支部委員 鈴　木 淳　子 総務委員
支部委員 西　田 静　香 国際交流委員
支部委員 加　藤 啓　子 進路指導委員

Ａ
Ｆ
Ｓ
留
学
生
紹
介
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協　
　

力

　
　
　
　

一
年
一
組　

吉
川　
　

恋

　

キ
ャ
ン
プ
と
言
え
ば
カ
レ
ー
。
定
番
の
メ

ニ
ュ
ー
で
す
。
家
庭
料
理
の
定
番
と
も
言
え
、

私
も
家
で
何
度
も
作
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
作
り
慣
れ
た
カ
レ
ー
で
も
、
キ
ャ
ン
プ

場
で
作
る
カ
レ
ー
は
特
別
な
も
の
に
変
わ
り
ま

す
。
飯
盒
で
炊
く
ご
飯
、
薪
か
ら
上
が
る
大
き

な
炎
、
初
め
て
一
緒
に
作
業
を
す
る
仲
間
。
特

別
な
カ
レ
ー
に
な
り
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
プ
場
へ
向
か
う
バ
ス
の
中
、
私
は

「
上
手
に
ご
飯
を
炊
け
る
だ
ろ
う
か
」、「
班
員

と
う
ま
く
協
力
し
て
作
れ
る
だ
ろ
う
か
」
と
、

少
し
不
安
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
作

業
を
始
め
る
と
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
で
い
き
、
次

第
に
ご
飯
や
カ
レ
ー
の
い
い
匂
い
が
し
て
き

て
、
食
欲
を
そ
そ
ら
れ
ま
し
た
。
無
事
カ
レ
ー

が
完
成
し
、
班
員
全
員
が
口
を
揃
え
て
「
お
い

し
い
」
と
言
い
な
が
ら
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
本
当
に
特
別
な
カ
レ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

　

準
備
か
ら
調
理
、
片
付
け
ま
で
、
班
員
皆
で

協
力
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
私
の
心
配
は
無
用
で
し
た
。
仲
間

と
協
力
し
て
何
か
を
す
る
こ
と
は
や
っ
ぱ
り
良

い
こ
と
だ
と
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
達
と
色
々
な

面
で
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
　

雨

　

一
年
四
組　

加
藤　

満
帆

　

六
月
七
日
、
予
報
通
り
雨
の
中
、
入
学
後
初

め
て
の
行
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
カ
レ
ー
作
り

は
小
学
校
の
林
間
学
校
以
来
だ
っ
た
の
で
不
安

で
し
た
が
、
班
の
仲
間
と
協
力
し
、
班
の
友
達

が
頑
張
っ
て
く
れ
て
、
カ
レ
ー
と
ご
飯
が
で
き

ま
し
た
。
自
分
た
ち
で
作
っ
た
カ
レ
ー
と
ご
飯

は
い
つ
も
の
一
・
五
倍
増
し
で
お
い
し
く
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

　

私
は
「
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
あ
さ
け
」
で
印
象

に
残
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
あ
さ

け
」
の
係
員
の
方
の
お
話
で
す
。

「
今
日
は
良
い
天
気
で
す
ね
。」

　

そ
の
方
は
最
初
に
こ
う
言
わ
れ
ま
し
た
。
雨

が
ザ
ア
ザ
ア
降
っ
て
い
る
中
で
。
私
達
は
耳
を

疑
い
ま
し
た
が
、
こ
の
後
次
の
よ
う
に
言
わ
れ

ま
し
た
。

　

「
こ
の
雨
は
恵
み
の
雨
で
す
。
最
近
は
雨
が

降
ら
な
か
っ
た
の
で
ダ
ム
に
水
が
少
な
い
で

す
。
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
せ
っ
か
く
の
遠
足
が

雨
で
残
念
で
し
ょ
う
が
、
こ
の
雨
は
恵

み
の
雨
だ
と
思
っ
て
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。」

　

「
な
る
ほ
ど
」
と
思
い
ま
し
た
。
今

ま
で
雨
が
降
っ
た
の
は
マ
イ
ナ
ス
な
事

で
し
た
が
、
考
え
方
を
変
え
れ
ば
プ
ラ

ス
に
な
る
と
思
え
ま
し
た
。
確
か
に
雨

の
中
、
屋
外
で
カ
レ
ー
を
作
る
な
ん
て

も
う
こ
れ
か
ら
無
い
か
も
し
れ
な
い

し
、
蚊
も
あ
ま
り
寄
っ
て
こ
な
い
。

あ
ぁ
、
雨
で
良
か
っ
た
�

　

最
後
の
遠
足

三
年
四
組　

福
元　

実
咲

　

六
月
七
日
、
高
校
生
活
最
後
の
遠
足
は
あ
い

に
く
の
雨
。
行
き
先
は
名
古
屋
港
水
族
館
に
な

り
ま
し
た
。
私
は
ナ
ガ
シ
マ
ス
パ
ー
ラ
ン
ド
に

行
く
気
満
々
だ
っ
た
の
で
、
少
し
気
分
が
下

が
っ
た
ま
ま
水
族
館
に
到
着
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
中
に
入
っ
た
瞬
間
、
懐
か
し
さ
と
ワ
ク
ワ

ク
感
が
溢
れ
だ
し
、
い
つ
の
間
に
か
ナ
ガ
シ
マ

ス
パ
ー
ラ
ン
ド
の
こ
と
を
忘
れ
て
、
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は

イ
ル
カ
シ
ョ
ー
で
す
。
イ
ル
カ
の
魅
力
が
全
面

に
出
て
い
て
、
中
で
も
五
頭
が
一
斉
に
ジ
ャ
ン

プ
す
る
姿
は
圧
巻
で
し
た
。
小
さ
い
頃
に
見
た

と
き
と
は
違
っ
た
視
点
で
見
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
、
よ
い
経
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
バ
ス
の
中
で
は
、
普
段
あ
ま
り
話
す
こ
と

の
な
い
人
と
話
す
こ
と
が
で
き
た
り
、
ク
ラ
ス

全
体
で
盛
り
上
が
っ
た
り
し
て
、
と
て
も
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
遠
足
は
、
み
ん
な
の
こ
と
を
よ
り
一

層
よ
く
知
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
遠
足

で
深
め
た
仲
を
文
化
祭
や
体
育
祭
で
生
か
し
て

い
け
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

高
校
最
後
の
遠
足三年

六
組　

西　

真
奈
伽

　

今
年
は
あ
い
に
く
の
天
気
で
、
ナ
ガ
シ
マ
ス

パ
ー
ラ
ン
ド
で
は
な
く
、
名
古
屋
港
水
族
館
に

行
き
ま
し
た
。
前
日
ま
で
天
気
が
ど
う
な
る
か

全
く
分
か
ら
ず
、
ど
っ
ち
に
な
る
の
か
と
ド
キ

ド
キ
し
て
い
ま
し
た
。
私
は
ナ
ガ
シ
マ
ス
パ
ー

ラ
ン
ド
に
行
き
た
か
っ
た
の
で
、
晴
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
し
た
が
、
朝
か
ら
雨
が
た
く
さ

ん
降
っ
て
い
た
の
で
少
し
残
念
な
気
持
ち
で
し

た
。
し
か
し
、
バ
ス
内
で
ビ
ン
ゴ
大
会
を
皆
で

楽
し
み
、
沈
ん
で
い
た
気
分
が
明
る
く
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。
水
族
館
に
着
き
、
中
に
入
る
と

久
し
ぶ
り
の
水
族
館
に
感
動
し
ま
し
た
。
入
っ

て
す
ぐ
に
イ
ル
カ
が
い
ま
し
た
。
と
て
も
気
持

ち
良
さ
そ
う
に
泳
い
で
い
る
の
を
見
て
、
癒
や

さ
れ
ま
し
た
。
他
に
も
ベ
ル
ー
ガ
の
公
開
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
や
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
を
見
に
行
き
ま

し
た
。
ベ
ル
ー
ガ
に
つ
い
て
色
々
学
ぶ
こ
と
も

で
き
た
し
、
ア
イ
ス
チ
ュ
ロ
ス
を
食
べ
な
が
ら

見
た
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
に
も
本
当
に
感
動
し
ま
し

た
。
小
さ
い
頃
に
家
族
で
行
っ
た
と
き
よ
り
も

楽
し
め
た
と
思
う
し
、
す
ご
く
素
敵
な
思
い
出

に
な
り
ま
し
た
。
友
達
と
水
槽
の
前
で
写
真
を

撮
っ
た
り
、
ペ
ン
ギ
ン
と
遊
ん
だ
り
、
と
て
も

楽
し
い
遠
足
に
な
り
ま
し
た
。

遠

足 
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人
生
最
後
の
修
学
旅
行

二
年
四
組　

外
山
暖
花
・
近
藤
弥
生

　

修
学
旅
行
初
日
、
私
達
は
原
爆
ド
ー
ム
・

平
和
記
念
資
料
館
を
見
学
し
ま
し
た
。
資
料
館

に
は
被
爆
し
た
方
の
写
真
と
遺
品
、
家
族
の
言

葉
が
一
つ
に
な
っ
て
い
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、

そ
の
中
の
一
つ
が
今
も
心
か
ら
離
れ
ま
せ
ん
。

「
傷
だ
ら
け
で
も
良
い
か
ら
帰
っ
て
こ
な
い
か

な
ぁ
」
涙
が
溢
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
死
ん
で
し

ま
っ
た
我
が
子
へ
の
言
葉
で
し
た
。
こ
の
一
言

で
戦
争
へ
の
恐
怖
、
悲
し
み
、
苦
し
み
…
様
々

な
感
情
が
わ
き
起
こ
り
、
戦
争
は
起
こ
し
て
は

な
ら
な
い
も
の
だ
と
心
に
強
く
思
い
ま
し
た
。

　

道
後
温
泉
の
商
店
街
で
は
、
多
く
の
生
徒
が

友
達
と
写
真
を
撮
っ
た
り
買
い
物
を
し
た
り

と
、
と
て
も
賑
や
か
で
し
た
。

　

三
日
目
は
バ
ス
で
香
川
へ
移
動
中
、
疲
れ
が

溜
ま
っ
た
の
か
多

く
の
生
徒
が
寝
て

い
た
こ
と
が
印
象

的
で
し
た
。
中
野

う
ど
ん
学
校
で

は
、
歌
っ
た
り

踊
っ
た
り
し
な
が

ら
楽
し
く
う
ど
ん

を
作
り
ま
し
た
。

想
像
も
し
な
か
っ

た
ほ
ど
パ
ワ
フ
ル

な
時
間
で
し
た
。

雨
予
報
の
心
配
が
あ
り
ま
し
た
が
、
私
達
が
金

比
羅
山
を
登
る
頃
に
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
全
員

が
七
八
五
段
の
石
段
を
登
り
切
り
、
金
比
羅
宮

で
参
拝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
下
り
で
は

お
土
産
を
買
っ
た
り
ア
イ
ス
を
食
べ
た
り
し

て
、
修
学
旅
行
最
後
の
思
い
出
作
り
の
時
間
は

笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

修
学
旅
行
で
学
ん
だ
こ
と
や
思
い
出

二
年
五
組　

岡
田　
　

洸

　

今
回
の
修
学
旅
行
で
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。
特
に
広
島
の
原
爆
資
料
館
で
は
、

自
分
が
ま
だ
知
ら
な
か
っ
た
衝
撃
的
な
写
真
や

物
な
ど
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
平
和

学
習
で
、「
若
い
私
た
ち
が
こ
の
事
実
を
こ
れ

か
ら
先
も
語
り
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」、「
こ
の
広
島
で
起
こ
っ
た
こ
と
を
絶
対
に

無
駄
に
し
て
は
い
け
な
い
」
と
思
い
ま
し
た
。

あ
の
日
、
広
島
で
起
こ
っ
た
こ
と
を
決
し
て
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
と
、
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

宮
島
や
道
後
温
泉
の
自
由
散
策
で
は
、
新
た

な
友
だ
ち
も
で
き
、
親
し
い
友
だ
ち
と
も
さ
ら

に
親
交
が
深
ま
り
ま
し
た
。
二
日
目
の
分
散
学

習
で
は
、
投
げ
釣
り
と
ジ
ュ
ー
ス
の
ラ
ベ
ル
作

り
を
し
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
普
段
す
る
こ
と
の

な
い
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
、
う
ど
ん
作
り
と
金
比
羅
宮
に
参

拝
し
ま
し
た
。
う
ど
ん
作
り
は
、
自
分
だ
け
の

う
ど
ん
を
作
っ
た
り
、
友
だ
ち
と
音
楽
に
合
わ

せ
て
う
ど
ん
の
生
地
を
作
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　

金
比
羅
宮
で
は
、
石
段
七
八
五
段
を
登
り
ま

し
た
。
す
ご
く
大
変
で
し
た
が
、
登
り
切
っ
た

と
き
の
達
成
感
は
気
持
ち
よ
く
、
景
色
は
と
て

も
き
れ
い
で
し
た
。

　

こ
の
三
日
間
、
と
て
も
充
実
し
、
ど
の
経
験

も
忘
れ
ら
れ
な
い
心
に
残
る
思
い
出
と
な
り
ま

し
た
。

修

学

旅

行 
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令和元年度 部活動試合結果
（４月 愛知県高校総体知多支部予選～５月） 

陸上競技                                                                                              
　　男子　学校対抗　総合　３位、トラックの部　２位、フィールドの部　５位
　　　　　１位　100m　伊藤、400mリレー　中園・高須・富田・伊藤    　全て
　　　　　２位　5000m競歩　岩倉    　県大会出場
　　　　　３位　800m　村山、5000m　石森、110mハードル　伊藤、400mハードル　大工
　　　　　　　　5000m競歩　平野、走幅跳　中園、走高跳　野口
　　　　　４位　100m　中園、1600mリレー　伊藤・村山・高瀬・中園
　　　　　５位　200m　青井、110mハードル　野口、円盤投　高橋、やり投　高橋
　　　　　６位　100m　原田、ハンマー投　高橋
　　　　　２位　伊藤（８種競技　4791点）    　東海大会出場
　　　　　100m，200m，800m，5000m，110mハードル，400mハードル，5000m競歩    　県大会
　　　　　400mリレー，1600mリレー，走幅跳，走高跳，円盤投，やり投　　（以上予選敗退）
　　女子　学校対抗　総合　６位、トラックの部　４位、フィールドの部　６位
　　　　　１位　100m　西、200m　西、400mリレー　中原・大塚紗・福地・西　　    　全て
　　　　　３位　やり投　正木
　　　　　４位　ハンマー投　正木    　県大会出場
　　　　　５位　100m　福地、走幅跳　福地
　　　　　６位　走高跳　大塚伊、三段跳　猪又
　　　　　準決勝進出　100m　西    　県大会
　　　　　100m，200m，400mリレー，走幅跳，走高跳，三段跳，やり投（以上予選敗退）
柔　　道  
　　女子　個人　荒尾
　　　　　個人　荒尾（１回戦敗退）　　　　    　県大会
バスケットボール 
　　男子　１回戦　○137－19 内海、２回戦　○87－56 半田東
　　　　　リーグ戦①　○103－76 東浦、②　○99－74 横須賀、③　●75－79 常滑　（準優勝）   　県大会出場
　　　　　１回戦　●82－86 愛工大名電    　県大会
　　女子　１回戦　○83－59 東浦、○79－69 知多翔洋
　　　　　決勝リーグ　●44－48 東海商、●61－88 常滑、●56－64 大府　　（４位） 
バレーボール
　　男子　１回戦　○２－０ 大府
　　　　　決勝リーグ　○２－０ 東海南、○２－１ 半田、○２－１ 半田工　　（優勝）    　県大会出場
　　　　　１回戦　○２－０ 東郷、２回戦　●０－２ 刈谷    　県大会
　　女子　１回戦　●０－２ 半田商
ソフトテニス
　　男子　団体　予選リーグ ○３－０ 半田農、○２－１ 半田商、○２－１ 半田東
　　　　　　　　決勝リーグ ○２－１ 横須賀、●１－２ 大府、●０－３ 半田、○２－１ 日福大附（第４位）
　　　　　個人　ダブルス　伊藤・岡﨑ペア（ベスト16）
　　　　　　　　　　　　　加藤・小栗ペア、壽賀・安井ペア（ベスト32）
　　　　　　　　シングルス　岡﨑（第３位）、伊藤（ベスト８）
　　女子　団体　１回戦　○２－１ 大府、２回戦　●１－２ 常滑、３回戦　○２－１ 東浦
　　　　　決勝リーグ　１回戦　●１－２ 半田東、●１－２ 半田商、●１－２ 横須賀、○２－１ 半田
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第６位）
　　　　　個人　ダブルス　野村・福田ペア（ベスト16）
　　　　　　　　　　　　　荒川・笹田ペア（ベスト32）
　　　　　＜愛知県高校春季シングルス大会　知多支部予選会＞
　　　　　　第２位　福田    　県大会出場
　　　　　　予選リーグ敗退　福田    　県大会
野　　球　＜第127回全尾張高校野球選手権　知多地区大会＞
　　　　　Ｂブロック　１回戦　〇３－０ 半田農
　　　　　　　　　　　２回戦　●10－３ 東浦
卓　　球
　　男子　団体　１回戦　○３－１ 半田農、２回戦　●０－３ 半田
　　　　　個人　ダブルス　３回戦　久永・吉田組
　　　　　　　　　　　　　２回戦　西口・長谷川組、工藤・岸本組、山村・武田組、大武・小川組
　　　　　　　　シングルス　３回戦　久永、小川
　　　　　　　　　　　　　　２回戦　西口、吉田、鈴木、長谷川
　　女子　団体　１回戦　●１－３ 横須賀
　　　　　個人　ダブルス　３回戦　山田・近藤組
　　　　　　　　シングルス　山田（ベスト32）　２回戦　坂内、近藤
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今
年
度
の
前
期
生
徒
会
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、
昨
年

度
の
後
期
に
生
徒
会
に
所
属
し
て
い
た
人
が
三
人
も

い
る
の
で
、
仕
事
に
慣
れ
て
い
る
人
が
多
く
、
円
滑

に
活
動
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
、
新

し
く
参
入
し
た
メ
ン
バ
ー
も
非
常
に
手
際
が
良
く
、

頼
り
に
な
る
人
た
ち
で
す
。
そ
の
よ
う
な
メ
ン
バ
ー

六
人
で
、
学
校
を
よ
り
良
く
で
き
る
よ
う
に
、
新
し

い
活
動
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

二
年
二
組　

長
瀨　

椋
哉　
　

二
年
四
組　

外
山　

暖
花

二
年
四
組　

近
藤　

弥
生　

　
　
　
　
　
　
　
　

二
年
五
組　

俣
野　
　

晶

二
年
二
組　

塩
谷　

亜
優　

　
　
　
　
　
　
　
　

二
年
一
組　

加
々
美　

薫

令
和
元
年
度

　

前
期
生
徒
会
役
員
紹
介

弓　　道
　　男子　団体　予選敗退　　個人　予選敗退    　　　　
　　女子　団体　予選敗退　　個人　予選敗退
剣　　道
　　男子　個人　内田、深谷（初戦敗退）    　　　　
　　女子　個人　髙橋、今塚（初戦敗退）
バドミントン
　　男子　団体　●０－３ 日進西
　　　　　個人　ダブルス　久保田・松尾組（ベスト32）
　　　　　　　　　　　　　田中・山岸組、花井・今給黎組、磯村・久米組、中川・長竹組　（ベスト64）
　　　　　　　　シングルス　久保田（ベスト16）  　　　　　県大会出場
　　　　　　　　　　　　　　松尾（ベスト64）
　　　　　　　　シングルス　久保田（２回戦進出　県ベスト32）　  　　　　　県大会
　　女子　団体　２回戦　●１－３ 中京大中京
ハンドボール
　　男子　１回戦　●20－29 半田
　　女子　１回戦　○29－２ 東浦、２回戦　●10－16 半田東
サッカー　２回戦　○２－１ 半田工
　　　　　決勝リーグ　１－０ 東海南、１－０ 常滑、１－０ 横須賀 　　　（優勝）  　　　　　県大会出場
　　　　　１回戦　○５－２ 愛知朝鮮、２回戦　●１－２ 日福大附　　　　（県ベスト32） 　　　　　県大会
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平成31年度 転入 ・転出者紹介

【転入】　
教　　　諭　持永　理恵（家庭）　新城高等学校
　　　　　　武田　　優（数学）　瀬戸高等学校
　　　　　　古久根　圭（国語）　東海南高等学校
　　　　　　中澤　　徹（数学）　新任
　　　　　　伊藤　幹弥（英語）　新任
再任用教諭　竹内　康視（地歴）　継続
　　　　　　河野　清一（英語）　継続
　　　　　　中山　史信（数学）　継続
期限付教諭　鈴木裕一郎（理科）　継続
期限付講師　戸谷　保之（数学）　岩倉総合高等学校
臨時的任用講師　青島　加苗（理科）　美和高等学校
任期付任用教諭　杉浦　未妃（保体）　本校臨任より
任期付任用講師　荒木　優哉（英語）　新規
期限付実習助手　岩本　佳奈　　　　　継続
主　　　任　仁藤　真梨　　　　　刈谷高等学校
用務業務員　戸田　真治　　　　　継続
　　　　　　山本　大蔵　　　　　新規
　　　　　　　　　（一昨年度まで半田東高等学校）
【NESA】　ジョン・クアム

【転出】
教　　　諭　塩澤　　光（国語）　阿久比高等学校（教頭）
　　　　　　青木亮一郎（数学）　常滑高等学校
　　　　　　福田　靖弘（数学）　横須賀高等学校
再任用教諭　柴田　正憲（国語）　退職、非常勤講師
　　　　　　　　　　　　　　　　（大府東、東海商業）
　　　　　　髙岡　宣之（数学）　半田高等学校
期限付教諭　藤原　陽子（国語）　春日井高等特別支援学校
　　　　　　稲垣あすか（家庭）　五条高等学校
臨時的教諭　杉浦　未妃（保体）　任期付任用教諭、
　　　　　　　　　　　　　　　　非常勤講師（大府東）
任期付任用教諭　圡田あゆみ（英語）　退職、非常勤講師（大府東）
主　　　事　深谷なつき 保健医療局医療課こころの健康推進室
用務業務員　三城　賀子　　　　　半田東高等学校

【非常勤講師】
転　出　酒井杏実（地歴）　山本ひろみ（数学）　岩越正文（理科）
　　　　土橋伸一（保体）　成田信行（英語）　倉田正之（英語）
　　　　鈴木由利子（英語）　林　由加利（音楽）
継　続　森　英輔（数学）　福岡紀杏（英語）　古橋和秋（情報）
　　　　井上賢志朗（情報）　中條直人（美術）
新　規　柴田正憲（国語）　布野幹夫（地歴）　神野秀雄（理科）
　　　　圡田あゆみ（英語）　杉浦未妃（保体）　栗田京子（音楽）

　

三
十
四
回
生
は
、
大
学
・
短
大
へ
の
進
学
が

百
六
十
六
名
、
専
門
学
校
へ
の
進
学
が
四
十
二

名
、
就
職
者
が
五
名
、
進
学
準
備
者
な
ど
が

十
四
名
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
国
公
立

大
学
・
短
期
大
学
に
は
十
二
名
合
格
し
ま
し

た
。
愛
知
県
内
で
は
愛
知
教
育
大
学
に
一
名
合

格
、
東
海
地
区
を
中
心
と
し
た
地
域
で
は
、
信

州
大
学
、
滋
賀
大
学
、
静
岡
文
化
芸
術
大
学
、

公
立
諏
訪
東
京
理
科
大
学
、
滋
賀
県
立
大
学
、

三
重
短
期
大
学
に
一
名
ず
つ
合
格
し
ま
し
た
。

他
に
も
、
山
口
大
学
に
二
名
、
北
海
道
の
北
見

工
業
大
学
や
岡
山
県
の
新
見
公
立
大
学
、
石
川

県
立
大
学
に
一
名
ず
つ
合
格
す
る
な
ど
、
愛
知

県
か
ら
離
れ
た
地
域
の
国
公
立
大
学
も
合
格
者

を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
生
徒
一
人
ひ
と

り
が
高
い
進
路
目
標
を
立
て
、
最
後
ま
で
粘
り

強
く
入
試
に
挑
み
、
そ
の
努
力
が
結
果
と
し
て

表
れ
ま
し
た
。

　

愛
知
県
内
の
主
要
私
立
大
学
に
つ
い
て
は
、

南
山
大
学
に
五
名
、
愛
知
大
学
に
十
一
名
、
中

京
大
学
に
十
一
名
、
名
城
大
学
に
六
名
、
愛
知

学
院
大
学
に
三
十
三
名
、
名
古
屋
学
院
大
学
に

三
十
五
名
、
至
学
館
大
学
に
五
名
合
格
し
ま
し

た
。
私
立
大
学
に
つ
い
て
も
、
二
月
末
か
ら
三

月
に
行
わ
れ
る
中
期
試
験
や
後
期
試
験
に
粘
り

強
く
挑
み
、
第
一
志
望
の
大
学
の
合
格
を
勝
ち

取
っ
た
生
徒
が
い
ま
し
た
。
ま
た
、
短
期
大
学

は
十
九
名
合
格
し
ま
し
た
。

　

進
路
指
導
部
で
は
、
生
徒
の
進
路
実
現
の
一

助
と
し
て
、
様
々
な
行
事
を
企
画
、
運
営
し
て

い
ま
す
。
五
月
十
六
日
（
木
）
に
、
国
公
立
大

学
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
に
鳥
取
大

学
入
学
セ
ン
タ
ー
准
教
授
・
山
田
貴
光
様
を

お
迎
え
し
、「
地
方
国
公
立
大
学
の
魅
力
」
を

テ
ー
マ
に
お
話
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
く

の
保
護
者
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

　

六
月
五
日
（
水
）
に
は
、
一
年
生
向
け
に
学

部
学
科
説
明
会
を
開
催
し
、
大
学
の
先
生
方
を

お
招
き
し
、「
大
学
で
は
ど
ん
な
こ
と
が
学
べ

る
か
」
に
つ
い
て
お
話
し
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
六
月
二
十
八
日
（
金
）
に
は
、
二
年
生
向

け
に
出
前
授
業
を
開
催
し
、
実
際
の
大
学
の
授

業
を
体
験
で
き
る
時
間
と
し
ま
し
た
。
地
元
の

国
公
立
大
学
だ
け
で
な
く
、
山
形
大
学
や
信
州

大
学
、
下
関
市
立
大
学
な
ど
愛
知
県
外
の
国
公

立
大
学
か
ら
も
先
生
方
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
六
月
二
十
七
日
（
木
）
に
は
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
大
学
見
学
会
を
実
施
し
、
四
〇
名
を
超
え
る

保
護
者
の
方
と
愛
知
大
学
と
大
同
大
学
を
訪
問

し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
の
概
要
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
、
大
学
施
設
を
見
学
し
、
非
常

に
実
り
あ
る
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
様
々
な
行
事
を
企
画
、
運

営
す
る
と
と
も
に
、
生
徒
の
学
力
や
持
ち
味
を

伸
ば
し
、
一
人
ひ
と
り
が
よ
り
よ
い
進
路
実
現

を
果
た
す
よ
う
、
き
め
細
か
く
指
導
し
て
ま
い

り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

三
十
四
回
生
の
進
路
状
況
と
進
路
行
事
に
つ
い
て　

進
路
指
導
部


